
恩メ

ヲ/‾_ぶ泡へ戦(r”ノ伊二占

緒

心､･1-イj▲の馬鹿成+ミを示したl二†本締折ヰ)ようやくその総代

凋解畑jに入り,/ノ仁某仝舶に`某施さjtた設術投字書の削減,本

格的′卜作調紫の進娯などのため,一七と気後退の枝川が破く,

11什和37年度の貿iこi三の伸びほ必ずしも帖調ではなかったが,

完成■riいこおいてほ多くの新製｢札 新J`+鎚l,‖-】が′トム出さjt,

その技術的成果はきj)めてノこなるヰ)のがあ一〕た.一､.以卜その

‾仁なものを収f)l二げて比よう-､

電ノJ方面では水ノJ発′｢宜川機捌こおける新機椎のl棚イ′了,解

;】‡二の増大化,米l巨】,山内7'7▼フリカlん=ナ/丈どへの輸上Hの

iil発と,火ノJ発′-昆川機附こおける】TIJ揃.し満旺ポイラ,大形タ

ービンとタービン発電機の進歩,おr[び送食電における･1召

■ミl引一三太一再r!ち二焚虻器の完成などが】lだつ.1
1那中電ノJ株式会什′r､l､ミ邦ノ1【前川発電所納95,00nkW6ノズ

′し二郎itレく′しトン水小,小r■耶電力株式会社榔蝶第一一発侶所納
45,4(〕OkW叫逆ホンプ水中ほ解ll‡二,製作技術ともにプ俺膵的

進一歩として斯界の?-iミ=をあびている′-.

端近の水ノブの糊充は,ますます人`料i‡二化の帆r可をたどっ

ているが,こわとともに高落差地ノさぇの糊発にしたがい,水

小の高速度化の蜘ごりが慮い√ 巾二機_【二場の より,

ニ′-トtド〕ノ(`糾1を二機の懲竺作体勢が--一一段と強化されまた■f描写度

とlて一拍旨ヰミの.試鹸事馴汀iを幣附した水ノブづ三旅所による什能の解

析はさらiこい一1そうのJ柁膵への鵜雌とな7)う､

大府ま■i:揚水発電所川発電電動機は,起動,叶逆転抑ブー伸i】

′妥鵬j岱などの問越を解才人して今後ますます大`ゲ手ぎーiミニ化する機

片;ミ懲望作に抑えており,またホンナ水･トとして似秀な件能を

もつ斜抹機や,ノこ′才子;■ミニの仁一古形水中あるいほ岳清吉高揚程に

適するホンフ水小などの｢試験研′先も満々と進んでいる..

火ソ+でほUPボイラなどの■舟卜′絹巨機の実現がIlだサ),ま

た大容:】ミニプラントJ【1として採川さjlることの多くな/つてさ

た･束仙｢キ焼ボイラほ,.テ御子で運転にほいり,い寸ごかも好調

であるり 溝業川タービンでほ175,00()kW純など多数が`完

成したほかクロスコンハウンド什多265,000kW,艇北電力株

式会杵柄子日光電所納第ニiぢ▲織250,000kW,捌西電力株式会

什桝拡充`長所納第1号機250,000kWなどが雛作巾で,いず

′才lも打て卜㌻べき人′拝呈t毒二機である-_
タービン発′LE機も･拝業川姥業川ともに多数が`ノ己成し′た

が,特に卜.㌃+大解flちニタービンと机√㌻さかる 二】20,000kVA,

300,000kVAなど〝つ発電機ほ内接H､‡却式とL_,.設J∵ねよひ

阜川三技術にきわあうでげ主屯な考慮が施さ′=_てある

火ノブ光侶所の1'l軌化ほ従来の 励制御と保

避止軌を拭ハブさとし始終的には計筒機によるイt励起動停1卜と

f川f運転に進もうとしており,こノチ′tら計tll二機てIiり御の子外光か

進んでいるほか,こjしへの過料の-一/〕としてバーナのFl励

化,f‡l励f′t 発などが行なわノナl好成続をおさ

が)ている｢､

′払;1‖ミJ‾Fjとして260MVAなどの大J糾了呈二射と三器が終電ノブ
公什仰ナiこ多数納入さ′手tた-､火プJ発電所のノヾ′料.主化に什い

その射｢講洋館;】‡:も甘しく人に†〔っており,R‾卜雀卓作巾の東

上i(電ノバ米式会朴了川ニケ己唱所納30nMVAなどはその手な物

でふ壬近･下身･ヒR引払ヒして取り卜:-ドられてきたIRjけ引別帥ヒな

どに1災▲けても卜分ノヒ検討を加えらノいてある.-,

4()()kV純送新富橙旨旨の総√川(川代を什′工うた捌こ.㌻貨帯

一くこき
こう

も

さJtた′出｢拗iて電ノ川Fイヒ所武山試験什光所に納入の こう:ミOkV

触綿`料【l二850MVA短維.試鹸川安u三糀=ま,肋慣シーじ鹸電圧

1,550kVとい`うわがL_舶如l占のものである__,

人料1;:送電網のユ､連な完成に什い,こオ=こ似1-Jする空㍍

遮断器もまたその付,ミ:,性能が瀬二しく改善さ才tておケ),ini+･

低騒斤などの進歩がi】だつ112kV750MVAか

ら300kV15,000MVAに乍る終純増㌔も遮断糀壬の37年蛙の

製作台数は300子iに近い(,

電子馴;Fl発株式会汁で払子貨さJlた巾川址純綿にほ口_､ヒ電線

株ノ℃会社のり旨1発Lた7′しミ被鋼より維がJ肌､らかている

が,連続した′別主スパンの海峡緋断線とし′てほL忙非仙な′j』

高は送電線である.-､また140kV()ITケーブ′しでは晰巾机

において.言J矧1勺人サイズのものが完成さ′才iた.′､

′尼動ノJ応川の部l]｢けほIi作にりは純き製鉄1【侶動機が｢1

だち,オートメーーシニiンのrtラi性化が片しい

37年蛙に完成した什友金成‾1二業株式会什和歌11｢弓削告所納

2,030111m腑,750111/lTljllのホットストリップミル川電気

■1山王電動機の延州ノJ約8フ了kWにおよぷわが国戯人のもの
で,什卜什延機における と砧速応制御系の採川,

｢′1助似州J御,mJF三妊機における今ゃ机接ノ､朋刈御方∫(,ウノー

ドナログラム制御など.J泣高什能の1言せ満である′.

また川崎製鉄株ノし会什丁一ウ■=二場納めの6スタント､ダンテ

ムコー/しドミル川電㌔ミl■‖-1ほt櫨動機出ノ+計26,100kW.

2,140Ill/Imi-1のl!し非最大額ぎil∴凪戸;速のヰノのである｡

鉄道申いl-jでは座業旧係の
-▲r一郎の小舶ほあったが,一月鉄末

東海近所幹線紐.没とも川ri調な′j王子fが続けらかて

おり.またノ(ま:r‡の輸=により灯調な′l揃がチノなわわた.1国

鉄北陸線および常磐線の交流電化l刈_りの開通に作う新鋭シ

リコン解流旨洋式交流電k機才災仲EF70形おユびEF80形

がある.境海道新枠紬の試運転はすでに250k111/hの巌高

時速に近づき,丁属動鳳A′rC与き吊をはじめとする最新技

術の粋をも川三L-たl･r悩之の本選転の成果を見るのが行ち遺し

い･一.モノレー′しけ文運転の射i果は打調で,今後の新たな交

旭機悦jとして～i三fiをi■■ナチび■ている､

電鉄l｢i流食電所J【jシリコン軒先器も,交流式の奉献シリ

コン幣流器とともに仙洞■な伸びをホしてお√)∴ミ7年度l桃由

しノた国鉄山似本線三原 瓜l詰=りの電化は12frのニi,nnOkW

l,5()OV一器で運転さJlている.､

偉業機l城の主なものに触かかは,ます鉄鋼および唱プJ快l

孫で人形.子別rriの完成が､太られたクレーンがl】だつ′-､インド,

f㌻i子′ウなどへの人形ノニルクレーーソの愉州も地｢i満二であった√1鉱

l川口粒1二機は逆帖を安乍肺り三にするため1ノl勧化され,坑内

外の操 と･ff亡Lた大規校なヰJのとなりつつあり,800

kWスキッウ,750kWヶーへなど結締の‖動運転巻上機

がその附常設胤ととも古ご応成Lた‥.け三延機では9,000kW

本爬をほしめとする分塊ミル数セットのほか.7セットのセ

ンジてミルを含む終椰熱冷】パ‖Ⅰ三妊機が完成した-､Jl且在設計

巻糾1ヰのフラネタり】ミルは矧耶1三社機として,画期的な

人`ゲ亨r■;:であり,ll新しい椛j拉とともに多くの特仁をイfして

いるノ付従機に附川二してローー′しの,■-ハ矧こり卜,附川1件のIiH発

も柄発であった√-,

妊紡機でほ川‥l化′芋′こチ‖Jの特殊■-‖--が多く,4列数の4,ニ】nn



后｢

e袈-でみニヲ率虎/た♂∠

i･こへ

垂蔓樹
へ＼▲r勒

つ八≒一律隼議
kWの大形機も含まjLる｢汎川け縮機の竜虎体勢ほ着実に

のびた｡

送風機では9,000kW軸流柾縮機をほ[め人容読ターボ

肝縮機の多数が製作された｡火プJ発電設肺の大容苗イヒに什

うボイラフー′ンの大形化が_讃二しく,1,600kWの大帝

L】r【lもて巨川叫1である｡

低揚程ポンプの主力である上卜水道札 出地肌 各種二Ⅰ二

業冷J叶水川でほ共通な似向として,遠隔日動運転が広く採

川さか,また立ノjラあるいは斜流のものが多くなってきた.､

高揚程では火力発電所の大容最化に什う高旺ボイラ給水ホ

ンプが目だつ｡特殊液ポンプでは披休酸素用として-1830(二

の.超低温で運転されるものの国純化に成功し.イ_J油化など

の方血に多くの梨ん--を送り出したく｡l二作機,印刷磯などの

進歩も著しい｡建設機械も各機種に改良介】叩化が行なわか

信板性をより強化している｡

化学工業でほれ州化学の増慮計担卜をほじめとして,プ′ス

化学,合成繊維,メタノール合成など多数のフ‾ラントを建

設した｡化学および製鉄用TOプラントはますます大容帯

化しており,高圧膨張エンジンの`完成.コークス炉ガス分

離巷ヒ檻の試験完了など,さらに技術の前進への舛ニノJをして

いる｡電気化学における電僻電腑としてのシリコン整流詩語

ほ,いよいよその優位性を発揮し,昭和′丘十株式会社納アル

ミニウム電解用81,000kW器は世界巌大紋のものである〔

ビ′しディングの新築の前売,および甜･削ヒに伴いエレベ

ータ,空調設備の伸びが‡】だった､エレクトロニクスを利
用した全自動併管押方式のエレベータがふえ意匠の美超さ

もー一段と考慮さかてきている｡

37年未完成予定のフ寸一クーノけ全日劫立体駐[卜設帖は耶Ilj

における自動車ラッシュの解決に大きな力となろう.｢

ターボ冷凍機は40ないし1,000RTと容競が非瑞■にJム梅

田にわたっているが,形式および寸法の統一,騒音の低卜,

容最て別御柏圃の拡大などを図り,惟能,一別酌件はとヰ〕に--･

段と向上した｡

あらゆる機器,あらゆる部門に侠l迎Lてオ▼-トメーショ

ソの進歩があった｡電子｢汁算機は従来の′+＼形,中形俄に人

形のHITAC3010形を加え標弊機柿を整えた√｢

アナログ計貸磯の寓要もますます増加しており,新製■甘■

としてトランジスタアナログ計耳つ二機,てグ7ンプアナログ

.汁符機など,新しい淡†〕二素子を使用したものがある｡
これらの計位機を用いた計簡横側御に旧しては真剣な検

討が各待応円別になさかており,具体的実相例も逐次増加

して行くであろう｡

工業計器では特に電子式計旨差の系列盤脱が巨‾]だち,また

各種分析計などとともに検出旨芹の閲発改良が強ノバこ実施さ

′わた｡ガス化苧その他の工業計装も多数納入さかた｡
継電器では電力系統技術の進歩に応ずる高純保.攫継電器

の開発が臼だつ.｢

有無線の通信機器では標唯化の進行が瀕しい.｢ヰr矧潔]係

のIl新しい製品として日本電仁電話公社向課金装貢ぎ亡や和外

クロスバ交換機等がある｡無線でほてイクロモジュールな

ど装f｢′たの′+＼形化のたが)の屯--r糀■■i■--の開発ヰ)晰調である､

ゝ』

電‾'f･管でほブラウン管,-‾､,イグロ披管などの新■拳法.甘.,新

シリー-ズができた.1シリコンおよびケー′してニウムの大出ノJ

トランジスタや応后煩トランジスタなどの進歩も甥二しい｡

電ノブ用シリコン制御当年流素子(SCIそ)の惟能向上はめざ

ましく,200A500Vの素子が凱如こほいり,多くの樺鞍

のSCR応用製山ができた.二､

一■家庭電気l【一丁■はさらに種類を増し,また件能も一段とドりこ

しノたいこわらの製品が広く一一帖に愛用さ加,ひいてほいさ

さかなりとも凶民′卜f■1の向_卜に1わニケーできれは,わ′hJ)オ‾lの

誠に辛いとする所である｡

仁1動中_1二業の進射こ作い`慮装一ri■■■など行抑イ1助小机■‖■【が多

数仲秋製n三さ′才lた.･､

収料F肘-■lの化乍‾軌■‖■】,電拙ケーブ′し,鉄鋼梨■ナi‖もそJlぞ

か荊弘一1■--】を送り出した.｢､

化乍｢:･子l州の終椎で†戌樹帆絶縁材料の進歩も胡二しい｢

電維部門でほすでにのべた電リノノ佃iのほか,ミリiはk三送

†11らせん導～岐管などの通信ケーブルも開発されている｢､

金属部l‾-■=こおける結締鋳鉄,鋳鋼,鍛鋼l■川1の輸f【1が,lだ

ち,特殊鋼,磁′l]こ材料などの新巻割前,新応川‾]占占が多い｢

国家的安謝こ基づき常に卑■壬ノブをならたかった輸出ほニi7年

度も仰h凋に伸び,アメリカのクリヤクリーク120,000HPフ

ランシス水中2子†のほか,インド,メキシコなどに多数の

水小党電機が納入された.｢またIl下製作中のガ'-ナ巨=占J

212,00()HPフランシス水小ほ名り三ともに世界的記紀品で

あり,こ′一手lらを■い心とする水ノブ発電機講話の輸出が最もIlだ

った｢火力発電設肺もまたインドそのほかに進出してお
り,アメリカロス7ンゼルlけ納160MVA変什器2ナ㌻のほ

か,イント＼ ビルてなどに輸出される射卜貨注の泊膵も比の

がせノ土い.､エジプト何鉄納の.汁450向のディーゼル巾,ウフ

ルゼンナン,ごり客申,インド向けシリコン熔流貨:-‡式交流電中

等,鉄道‾り川jの輸山はますます店先である.1結果機微でほ

クレーン現のほか,エジフトに進出する縦i以排水ホンゾ設

仙1チが11だつ｢電イ▲部l!lごl,電r･機器も多数ごlヒの輪=があり,

また雌化学機器,電子顕微細等ほ俊秀な性能のもとに予想

を上回る輸F11実紙を示した.′､このほか,電維ケーブル,鉄鋼

旧係の輸LHは地道ながらt:う号実に仲良している｡

また37年度には遮断器,計器ミ午の外国への技術供与等,技

術七糾+jまたはプラントの進出のl】だち始めたのもー一特長で

ある′｢

以_l二に述べたようにIl｢て不H37年蛙の新嘗凱｢l｢l,新技術の開発

は誠にめぎましいものがあった.〕し/かし科半の進歩は口一

l-1と休むことなく,-一一ノノ技術への安ノJミほますますrモーごi度かつ

鮎雑なものとな/-,てきている｡口lソニ笹川二所ほ別､-/二以来[lら

の研究開発を血税し,その成児によってわが国1二業の発展

に尺l献してきたが,技術革新,貿別′川1化などを含む尼近

の帖勢は二Jlら研究閃光,技術川三進の必密度をい一,そう人

としており,いささかの安11†こjも許さ汁ない.{

37年膣のこの即し一い成果を次年への刀モ酔の蹄†fとし′,

技術の目､ウニ”の名に恥じぎるよ`う,研ノ先,事没｢汁,

の仝馴‖‾jを利一F,穴釧た年子ノブを言‡ノ.三けてチト二ことを約東小t

あげたい｢




